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作成経費の一部に共同募金配分金を
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御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
株
式
会
社
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
様

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

施設利用料金表 附属設備利用料金表

区分

利用料（円） 多目的ホール
種 　 別

舞 台 器 具

音響映像器具

照 明 器 具

品　　　目
演台
司会者卓
花台
ダイナミックマイク（有線）
ワイヤレスマイク（無線）
演台用マイク（有線）
CD、MDプレーヤー、カセットテープ
LD/DVDプレーヤー
ビデオテープレコーダー（再生）
ビデオテープレコーダー（録画）
プロジェクター
サスペンションライト（500W×24台）
サイドスポットライト（500W×12台）
センタースポットライト（1kw×8台）
フォロースポットライト（1kw×2台）

単位 利用料

品　　　目
ダイナミックマイク
ワイヤレスマイク
CD、MDプレーヤー
カセットテープレコーダー
DVDプレーヤー
ビジュアルプレゼンター
プロジェクター
ワイヤレスアンプ
折りたたみｲｽ
展示パネル

1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1列
1式
1式
1式

1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1脚
1枚

300
150
100
200
410
200
510

2,710
2,710
1,670
2,710

460
300
300
100

200
410
410
300

1,300
1,300
1,300

510
20
50

2,080
230
460
710

1時間につき
〃
〃
〃

単位 利用料

単　　　位 利用料

種 　 別

音響映像器具

そ の 他

区 分
多目的ホール
会議室（小）
会議室（中）
会議室（大）

研修室等

冷房設備利用料金

多目的ホール

会議室（小）

会議室（中）

会議室（大）

介護実習室

研修室（中）

研修室（大）

視 聴 覚 室

教 室（ 小 ）

教 室（ 中 ）

教 室（ 大 ）

ボランティア室

結 プ ラ ザ

ロビ ー 展 示 場

アルコープ展示場

6,600

1,100

1,420

2,520

1,420

1,420

2,520

1,420

1,100

1,420

2,520

1,420

13,200

2,200

2,960

5,160

2,960

2,960

5,160

2,960

2,200

2,960

5,160

2,960

13,200

2,200

2,960

5,160

2,960

2,960

5,160

2,960

2,200

2,960

5,160

2,960

19,800

3,300

4,400

7,700

4,400

4,400

7,700

4,400

3,300

4,400

7,700

4,400

26,400

4,400

5,930

10,330

5,930

5,930

10,330

5,930

4,400

5,930

10,330

5,930

33,000

5,500

7,360

12,860

7,360

7,360

12,860

7,360

5,500

7,360

12,860

7,360

午前

9時～12時 13時～17時 18時～21時 13時～21時9時～17時 9時～21時

午前 夜間 昼間 昼夜間 全日

「
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」利
用
料
金
変
更
の
お
知
ら
せ

（
8
月
1
日
〜
8
月
31
日
）

心
地
よ
い
秋
の
風
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、み
な
さ
ん
は
ど
ん

な
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
か
？
食
欲
？
運
動
欲
？
睡
眠
欲
？

富
川
盛
光
さ
ん
（
宜
野
湾
市
在

住
、70
歳
）は
定
年
退
職
後
、64
歳

の
時
に
、
市
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
絵
画
教

室
に
通
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
洋
画
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。「
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
自
由
に
絵
を
描
く
こ

と
や
物
を
作
る
の
が
好
き
で
し

た
」と
語
る
富
川
さ
ん
。

「
沖
縄
は
小
さ
な
島
で
す
が
、

描
い
た
石
垣
の
奥
に
は
御
嶽
が

あ
り
、
人
々
は
神
や
宇
宙
に
祈
り

を
さ
さ
げ
た
。そ
ん
な
沖
縄
の
も

つ
独
自
の
文
化
や
豊
か
さ
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
想
い
描
き

ま
し
た
」

富
川
さ
ん
は
石
垣
や
石
段
、

時
に
は
自
然
に
あ
る
石
を
描
く

そ
う
で
す
。そ
こ
に
あ
る
石
の

存
在
感
を
感
じ
、
沖
縄
が
築
き

上
げ
た
独
自
の
文
化
、
そ
の
価

値
に
誇
り
・
自
信
を
持
ち
、
今

後
も
描
き
続
け
て
い
き
た
い
と

語
り
ま
し
た
。

古城

表紙の絵

Vol.188

特集「令和元年度　社会福祉振興基金・団体活動紹介」
THANKS（サンクス）運動関連記事　「八重瀬町富盛地区の取り組み」　他
シリーズ記事「ふくし&〇〇」第1回～ふくし&鍼灸整骨院～　他
福祉の職場見学ツアー、ソウェルクラブご加入のおすすめ
地域生活定着支援事業連絡会議の報告、日常生活自立支援事業～事業担当者研修会～の報告
県災害派遣福祉チームの創設に向けて　他
赤い羽根共同募金運動がスタートしました　他
インフォメーション、寄付者芳名、表紙の絵　他
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編
集
後
記

編
集
後
記

作品名

作成者 富川 盛光さん

【写真左から2番目】
株式会社沖縄ファミリーマート代表取締役社長　野崎 真人 様

【写真左から1番目】
同社常務取締役　商品本部長　平良 良勝 様

【写真右から2番目】
本会　会長　湧川 昌秀

【写真右から1番目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

※本会への寄付については、税制上の優遇措
置が受けられます。詳しくは総務企画部まで

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
左
記
表
の
と
お
り
、
利
用
料
金
を
改
定
い
た
し
ま
す
。
利
用
料
金
改
定
に
関
す

る
お
問
合
せ
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
室
ま
で
（
☎
0
9
8
-8
8
2
-5
8
1
1
）

著
　者
：
村
上
　由
美
　
　
　出
版
社
： 

株
式
会
社 

翔
泳
社

大人になってか
ら発達障害の
症状に悩む人
が増加していま
す。ここ10年で
「発達障害」の知
名度が飛躍的
に上がったこと

で、「もしかして自分も…」と成人になってか
ら気づく人が増えたのが最大の要因と思わ
れます。発達障害の人には、「同時並行作業
力が弱い」「段取りが取れない」「ケアレスミ
スをする」「コミュニケーションが苦手」といっ
た特徴があり、これらの特徴が日々の暮ら
しを送ることを阻害しています。本書では、
そうした症状に悩む人のために、上手に日
常生活を過ごす方法を解説しています。

本の紹介
社会福祉ライブラリーから

目
　
　次

1日につき2,200円

1日につき1,100円

1時間につき2,200円
野外ステージを利用するとき、1時間2,750円

備考：教室（小）は、会議室（小）と同じ区分とし、介護実習室、研修室（中）、視聴
覚室及び教室（中）は、会議室（中）と、研修室（大）及び教室（大）は、会議室

（大）と同じ区分とする。
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ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
う
ま
く
い
く

発
達
障
害
の
人
が
上
手
に
暮
ら
す
た
め
の
本



「
医
師
以
外
で
も
、看
護
師
・
保

育
士
・
栄
養
士
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
、
そ
の
家
族
を
支
え
る
こ
と
が

大
切
」
と
医
療
支
援
へ
の
想
い
を

語
る
儀
間
小
夜
子
さ
ん
。

儀
間
さ
ん
が
事
務
局
長
を
務
め

る
『
認
定
N
P
O
法
人
こ
ど
も
医

療
支
援
わ
ら
び
の
会
（
真
栄
田
篤

彦
理
事
長
：
以
下「
わ
ら
び
の
会
」

と
い
う
）』は
、
南
風
原
町
新
川
の

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
じ
ゅ
ま

る
の
家
』内
に
あ
り
ま
す
。が
じ
ゅ

ま
る
の
家
は
、
わ
ら
び
の
会
が
受

託
運
営
す
る
、
離
島
等
遠
方
か
ら

治
療
・
入
院
す
る
病
児
と
そ
の
家

族
が
滞
在
で
き
る
施
設
で
す
。

「
災
害
時
に
は
、
行
政
や
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
の
公
助
を
あ
て
に
し

て
は
い
け
な
い
。自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
自
助
、そ
し
て
、近
隣
住

民
同
士
が
助
け
合
う
共
助
が
大

切
」そ
う
語
る
長
堂
政
美
さ
ん
。

長
堂
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め

る
『
N
P
O
法
人
防
災
サ
ポ
ー
ト

沖
縄（
以
下「
防
災
サ
ポ
ー
ト
」と

い
う
）』で
は
、災
害
発
生
の
恐
れ
、

ま
た
は
災
害
発
生
時
に
、
自
主
防

災
活
動（
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、

救
命
救
助
、
避
難
所
運
営
等
）
が

展
開
で
き
る
よ
う
、
自
助
・
共
助

の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

防
災
サ
ポ
ー
ト
は
、
沖
縄
市
に

お
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る
住
民

主
導
型
の
避
難
体
制
の
確
立
に
向

け
、
行
政
と
住
民
の
垣
根
を
超
え

た
活
動
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
で
は
、
地
域
住
民
の
代
表

で
あ
り
、
災
害
時
に
指
揮
を
執
る

〝
防
災
リ
ー
ダ
ー
〞の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

設
立
31
年
目
を
迎
え
る「
沖
縄
県

車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ

（
荻
堂
盛
助
会
長
：
以
下
「
ク
ラ
ブ

タ
ー
ト
ル
ズ
」と
い
う
）」は
、
会
員
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
め
21
名（
9
月
現

わ
ら
び
の
会
の
始
ま
り
は
、
県

内
初
の「
こ
ど
も
病
院
」の
設
立
に

向
け
た
署
名
運
動
に
遡
り
ま
す
。

平
成
8
年
当
時
、
県
内
の
心
臓

病
等
重
度
の
病
を
抱
え
る
子
ど
も

と
そ
の
家
族
は
、治
療
を
求
め
て
県

外
へ
行
く
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

「
県
内
で
も
治
療
を
受
け
ら
れ
る

環
境
を
」と
い
う
保
護
者
の
思
い
か

【
令
和
元
年
度 

社
会
福
祉
振
興
基
金
・
団
体
活
動
紹
介
】

認
定
N
P
O
法
人

こ
ど
も
医
療
支
援
わ
ら
び
の
会

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

 

及
び
勉
強
会
開
催
」事
業

N
P
O
法
人
防
災
サ
ポ
ー
ト
沖
縄

「
災
害
時
避
難
行
動
要
配
慮
者
・

 

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
」事
業

沖
縄
県
車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ

タ
ー
ト
ル
ズ

「
大
分
国
際
車
い
す

 
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」事
業

わ
ら
び
の
会
の
歴
史
に
つ
い
て

き
っ
か
け
は
1
9
8
7
年
、
沖

縄
で
開
催
さ
れ
た
『
全
国
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』。車
い
す
に

よ
る
陸
上
競
技
を
初
め
て
目
の
当

た
り
に
し
、荻
堂
盛
助
会
長
は「
と

て
も
感
動
し
た
」と
言
い
ま
す
。そ

れ
を
機
に
、「
私
た
ち
も
車
椅
子
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ
誕
生
に
つ
い
て

現
在
で
は
、
県
内
外
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
選
手
権
大
会
に
参
加

し
、競
技
の
向
上
だ
け
で
な
く
、全

国
の
車
い
す
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交

流
・
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ
の
活
動
に
つ
い
て

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
病

院
の
外
来
で
病
児
の
兄
弟
を
預

か
っ
た
り
、病
棟
で
入
院
し
て
い
る

病
児
の
遊
び
相
手
と
な
っ
た
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

手
伝
い
等
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、
子
ど
も

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

防
災
サ
ポ
ー
ト
で
は
、避
難
誘

導
資
器
材
『
J
i
n
r
i
k
i
』

を
購
入
し
、自
主
防
災
組
織
で
使

用
し
て
い
ま
す
。災
害
時
に
、
地

域
住
民
同
士
で
自
力
避
難
が
困

難
な
方
々
を
助
け
る
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
か
ら
地

域
防
災
力
の
強
化
・
充
実
を
図
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
安

全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

助
成
金
の
活
用
に
つ
い
て

課
題
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
住

民
の
防
災
意
識
に
温
度
差
が
あ
る

こ
と
」
と
長
堂
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
直
後
、
住
民
の
防

災
意
識
は
一
時
高
ま
っ
た
が
、徐
々

に
薄
れ
て
き
て
お
り
、
訓
練
等
に

参
加
す
る
住
民
も『
や
ら
さ
れ
感
』

が
あ
る
と
い
う
現
状
も
否
め
な
い

と
言
い
ま
す
。

「
行
政
は
あ
く
ま
で
避
難
勧
告

や
安
否
確
認
等
の
連
絡
程
度
の
役

課
題
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

〜
医
療
支
援
、
防
災
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動

 

を
通
じ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〜

„
想
い
“を„
か
た
ち
“に
・
・
・

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
民
間
福
祉
活
動
に
取
り
組
む
団
体
を
対
象

に
、「
社
会
福
祉
振
興
基
金
」を
活
用
し
た
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す（
今
年

度
は
、35
団
体
・
64
事
業
へ
助
成
）。

本
号
で
は
、当
該
助
成
金
を
活
用
し
て
、「
医
療
支
援
」「
防
災
・
減
災
」「
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
」活
動
に
取
り
組
む
3
団
体
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。▲病院ボランティア養成講座

▲ボランティア活動・夏祭りでの一コマ

▲大分国際車いすマラソン大会の様子

▲上与那原寛和選手

ら
署
名
運
動
が
始
ま
り
、
平
成
18

年
に
は
、念
願
で
あ
る
県
内
で
初
め

て
の
子
ど
も
病
院「
県
立
南
部
医
療

セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
」と

い
う
）」が
開
院
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ

を
機
に
、こ
れ
ま
で
署
名
運
動
を
推

進
し
て
き
た「
母
子
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
設
立
推
進
協
議
会
」が
発
展
・

解
消
さ
れ
、病
児
が
安
心
し
て
治
療

に
専
念
で
き
る
よ
う「
病
児
と
そ
の

家
族
の
支
援
」を
目
的
に
わ
ら
び
の

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、
わ

ら
び
の
会
で
は
、『
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
』、『
が
じ
ゅ
ま
る
の

家
』運
営
、『
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
』

の
3
つ
の
柱
で
子
ど
も
医
療
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
会
か
ら
助
成
を
行
っ
て
い
る

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
及
び

勉
強
会
開
催
事
業
」
に
焦
点
を
当

て
、さ
ら
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
と
琉
球
大
学
病
院

の
2
か
所
で
、1
5
7
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
7
月
現
在
）。

わ
ら
び
の
会
で
は
、病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
を
目
的
に「
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
以
下
、「
講

座
」と
い
う
）」を
年
2
回
開
催
し
て

い
ま
す
。講
座
で
は
、
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
必
要
な
知
識
等
を
座
学

や
グ
ル
ー
プ
討
議
、
現
場
実
習（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）等
に
お
い
て
学

び
ま
す
。「
講
座
開
設
当
初
は
、様
々

な
情
報
を
収
集
し
て
、試
行
錯
誤
し

な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
ま

し
た
」と
儀
間
事
務
局
長
は
、
当
時

の
状
況
を
話
し
ま
す
。

講
座
終
了
後
、
実
際
に
活
動
す

る
た
め
に
は
、健
康
診
断
、抗
体
検

査
や
予
防
接
種
等
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
ら
に
係
る
費
用
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
自
己
負
担
と
な
る
た

め
、
活
動
の
前
の
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

儀
間
事
務
局
長
、
職
員
の
久
場

川
牧
子
さ
ん
と
も
に
「
イ
ベ
ン
ト

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、

病
院
外
来
、
病
棟
に
お
け
る
継
続

し
た
活
動
を
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
が
課
題
」と
言
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
継
続
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
加
え
、
病

院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

わ
ら
び
の
会
で
は
、こ
れ
ら
の
課

題
に
丁
寧
に
取
り
組
み
な
が
ら
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、〝
小
児
科

が
あ
る
県
内
す
べ
て
の
病
院
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
る
状

況
〞を
目
指
し
、活
動
を
続
け
ま
す
。

在
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。自
主
練

習
の
ほ
か
、
宜
野
湾
市
、
沖
縄
市
を

中
心
に
、
月
に
一
回
、
陸
上
競
技
の

合
同
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
上
与
那

原
寛
和
選
手
は
、
2
0
0
8
年
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会
に
お
い

て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
県
内
初
の

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
沖
縄
県
民

栄
誉
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
大
会
に
も
出
場
し
て
お
り
、

今
年
の
世
界
陸
上
で
は
2
種
目
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。現
在
は
、

2
0
2
0
年
の
東
京
大
会
に
向
け

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ
で

は
、
県
内
の
養
護
学
校
や
障
害
者

施
設
に
お
け
る
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の

指
導
、
講
演
等
を
通
じ
た
福
祉
教

育
等
、
次
世
代
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
競
技
力
の
向
上
を
目
指

し
て
県
内
外
の
様
々
な
大
会
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、後
進
の
指
導
・

育
成
の
活
動
も
続
け
て
い
く
と
荻

堂
会
長
は
抱
負
を
語
り
ま
す
。

割
に
と
ど
ま
る
。避
難
所
の
運
営

は
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」と
、
長
堂
さ
ん

は
繰
り
返
し
自
助
・
共
助
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
す
。

防
災
サ
ポ
ー
ト
は
、
助
け
ら
れ

る
方
よ
り
も
助
け
る
方
が
多
く
、

災
害
に
対
し
て
万
全
な
体
制
が
と

れ
る
地
域
を
目
指
し
、
今
後
も
活

動
を
続
け
ま
す
。

今
回
、
取
材
し
た
皆
さ
ん
の
お

話
か
ら
は
、
活
動
に
お
い
て
、
他

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま

し
た
。ま
た
、
次
世
代
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
活
動
を『
つ
な
い

で
い
く
』こ
と
を
意
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
今
後
も
助
成
等
を

通
じ
て
、
社
会
福
祉
活
動
に
取
り

組
む
団
体
を
支
援
し
、
誰
も
が
安

心
、安
全
に
、そ
し
て
輝
け
る
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▲避難誘導資器材「Jinriki」を用い
た避難訓練の様子
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「
医
師
以
外
で
も
、看
護
師
・
保

育
士
・
栄
養
士
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
、
そ
の
家
族
を
支
え
る
こ
と
が

大
切
」
と
医
療
支
援
へ
の
想
い
を

語
る
儀
間
小
夜
子
さ
ん
。

儀
間
さ
ん
が
事
務
局
長
を
務
め

る
『
認
定
N
P
O
法
人
こ
ど
も
医

療
支
援
わ
ら
び
の
会
（
真
栄
田
篤

彦
理
事
長
：
以
下「
わ
ら
び
の
会
」

と
い
う
）』は
、
南
風
原
町
新
川
の

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
じ
ゅ
ま

る
の
家
』内
に
あ
り
ま
す
。が
じ
ゅ

ま
る
の
家
は
、
わ
ら
び
の
会
が
受

託
運
営
す
る
、
離
島
等
遠
方
か
ら

治
療
・
入
院
す
る
病
児
と
そ
の
家

族
が
滞
在
で
き
る
施
設
で
す
。

「
災
害
時
に
は
、
行
政
や
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
の
公
助
を
あ
て
に
し

て
は
い
け
な
い
。自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
自
助
、そ
し
て
、近
隣
住

民
同
士
が
助
け
合
う
共
助
が
大

切
」そ
う
語
る
長
堂
政
美
さ
ん
。

長
堂
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め

る
『
N
P
O
法
人
防
災
サ
ポ
ー
ト

沖
縄（
以
下「
防
災
サ
ポ
ー
ト
」と

い
う
）』で
は
、災
害
発
生
の
恐
れ
、

ま
た
は
災
害
発
生
時
に
、
自
主
防

災
活
動（
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、

救
命
救
助
、
避
難
所
運
営
等
）
が

展
開
で
き
る
よ
う
、
自
助
・
共
助

の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

防
災
サ
ポ
ー
ト
は
、
沖
縄
市
に

お
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る
住
民

主
導
型
の
避
難
体
制
の
確
立
に
向

け
、
行
政
と
住
民
の
垣
根
を
超
え

た
活
動
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
で
は
、
地
域
住
民
の
代
表

で
あ
り
、
災
害
時
に
指
揮
を
執
る

〝
防
災
リ
ー
ダ
ー
〞の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

設
立
31
年
目
を
迎
え
る「
沖
縄
県

車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ

（
荻
堂
盛
助
会
長
：
以
下
「
ク
ラ
ブ

タ
ー
ト
ル
ズ
」と
い
う
）」は
、
会
員
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
め
21
名（
9
月
現

わ
ら
び
の
会
の
始
ま
り
は
、
県

内
初
の「
こ
ど
も
病
院
」の
設
立
に

向
け
た
署
名
運
動
に
遡
り
ま
す
。

平
成
8
年
当
時
、
県
内
の
心
臓

病
等
重
度
の
病
を
抱
え
る
子
ど
も

と
そ
の
家
族
は
、治
療
を
求
め
て
県

外
へ
行
く
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

「
県
内
で
も
治
療
を
受
け
ら
れ
る

環
境
を
」と
い
う
保
護
者
の
思
い
か

【
令
和
元
年
度 

社
会
福
祉
振
興
基
金
・
団
体
活
動
紹
介
】

認
定
N
P
O
法
人

こ
ど
も
医
療
支
援
わ
ら
び
の
会

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

 

及
び
勉
強
会
開
催
」事
業

N
P
O
法
人
防
災
サ
ポ
ー
ト
沖
縄

「
災
害
時
避
難
行
動
要
配
慮
者
・

 

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
」事
業

沖
縄
県
車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ

タ
ー
ト
ル
ズ

「
大
分
国
際
車
い
す

 
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」事
業

わ
ら
び
の
会
の
歴
史
に
つ
い
て

き
っ
か
け
は
1
9
8
7
年
、
沖

縄
で
開
催
さ
れ
た
『
全
国
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』。車
い
す
に

よ
る
陸
上
競
技
を
初
め
て
目
の
当

た
り
に
し
、荻
堂
盛
助
会
長
は「
と

て
も
感
動
し
た
」と
言
い
ま
す
。そ

れ
を
機
に
、「
私
た
ち
も
車
椅
子
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ
誕
生
に
つ
い
て

現
在
で
は
、
県
内
外
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
選
手
権
大
会
に
参
加

し
、競
技
の
向
上
だ
け
で
な
く
、全

国
の
車
い
す
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交

流
・
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ
の
活
動
に
つ
い
て

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
病

院
の
外
来
で
病
児
の
兄
弟
を
預

か
っ
た
り
、病
棟
で
入
院
し
て
い
る

病
児
の
遊
び
相
手
と
な
っ
た
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

手
伝
い
等
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、
子
ど
も

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

防
災
サ
ポ
ー
ト
で
は
、避
難
誘

導
資
器
材
『
J
i
n
r
i
k
i
』

を
購
入
し
、自
主
防
災
組
織
で
使

用
し
て
い
ま
す
。災
害
時
に
、
地

域
住
民
同
士
で
自
力
避
難
が
困

難
な
方
々
を
助
け
る
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
か
ら
地

域
防
災
力
の
強
化
・
充
実
を
図
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
安

全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

助
成
金
の
活
用
に
つ
い
て

課
題
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
住

民
の
防
災
意
識
に
温
度
差
が
あ
る

こ
と
」
と
長
堂
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
直
後
、
住
民
の
防

災
意
識
は
一
時
高
ま
っ
た
が
、徐
々

に
薄
れ
て
き
て
お
り
、
訓
練
等
に

参
加
す
る
住
民
も『
や
ら
さ
れ
感
』

が
あ
る
と
い
う
現
状
も
否
め
な
い

と
言
い
ま
す
。

「
行
政
は
あ
く
ま
で
避
難
勧
告

や
安
否
確
認
等
の
連
絡
程
度
の
役

課
題
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

〜
医
療
支
援
、
防
災
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動

 

を
通
じ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〜

„
想
い
“を„
か
た
ち
“に
・
・
・

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
民
間
福
祉
活
動
に
取
り
組
む
団
体
を
対
象

に
、「
社
会
福
祉
振
興
基
金
」を
活
用
し
た
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す（
今
年

度
は
、35
団
体
・
64
事
業
へ
助
成
）。

本
号
で
は
、当
該
助
成
金
を
活
用
し
て
、「
医
療
支
援
」「
防
災
・
減
災
」「
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
」活
動
に
取
り
組
む
3
団
体
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。▲病院ボランティア養成講座

▲ボランティア活動・夏祭りでの一コマ

▲大分国際車いすマラソン大会の様子

▲上与那原寛和選手

ら
署
名
運
動
が
始
ま
り
、
平
成
18

年
に
は
、念
願
で
あ
る
県
内
で
初
め

て
の
子
ど
も
病
院「
県
立
南
部
医
療

セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
」と

い
う
）」が
開
院
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ

を
機
に
、こ
れ
ま
で
署
名
運
動
を
推

進
し
て
き
た「
母
子
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
設
立
推
進
協
議
会
」が
発
展
・

解
消
さ
れ
、病
児
が
安
心
し
て
治
療

に
専
念
で
き
る
よ
う「
病
児
と
そ
の

家
族
の
支
援
」を
目
的
に
わ
ら
び
の

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、
わ

ら
び
の
会
で
は
、『
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
』、『
が
じ
ゅ
ま
る
の

家
』運
営
、『
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
』

の
3
つ
の
柱
で
子
ど
も
医
療
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
会
か
ら
助
成
を
行
っ
て
い
る

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
及
び

勉
強
会
開
催
事
業
」
に
焦
点
を
当

て
、さ
ら
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
と
琉
球
大
学
病
院

の
2
か
所
で
、1
5
7
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
7
月
現
在
）。

わ
ら
び
の
会
で
は
、病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
を
目
的
に「
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
以
下
、「
講

座
」と
い
う
）」を
年
2
回
開
催
し
て

い
ま
す
。講
座
で
は
、
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
必
要
な
知
識
等
を
座
学

や
グ
ル
ー
プ
討
議
、
現
場
実
習（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）等
に
お
い
て
学

び
ま
す
。「
講
座
開
設
当
初
は
、様
々

な
情
報
を
収
集
し
て
、試
行
錯
誤
し

な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
ま

し
た
」と
儀
間
事
務
局
長
は
、
当
時

の
状
況
を
話
し
ま
す
。

講
座
終
了
後
、
実
際
に
活
動
す

る
た
め
に
は
、健
康
診
断
、抗
体
検

査
や
予
防
接
種
等
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
ら
に
係
る
費
用
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
自
己
負
担
と
な
る
た

め
、
活
動
の
前
の
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

儀
間
事
務
局
長
、
職
員
の
久
場

川
牧
子
さ
ん
と
も
に
「
イ
ベ
ン
ト

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、

病
院
外
来
、
病
棟
に
お
け
る
継
続

し
た
活
動
を
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
が
課
題
」と
言
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
継
続
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
加
え
、
病

院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

わ
ら
び
の
会
で
は
、こ
れ
ら
の
課

題
に
丁
寧
に
取
り
組
み
な
が
ら
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、〝
小
児
科

が
あ
る
県
内
す
べ
て
の
病
院
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
る
状

況
〞を
目
指
し
、活
動
を
続
け
ま
す
。

在
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。自
主
練

習
の
ほ
か
、
宜
野
湾
市
、
沖
縄
市
を

中
心
に
、
月
に
一
回
、
陸
上
競
技
の

合
同
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
上
与
那

原
寛
和
選
手
は
、
2
0
0
8
年
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会
に
お
い

て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
県
内
初
の

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
沖
縄
県
民

栄
誉
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
大
会
に
も
出
場
し
て
お
り
、

今
年
の
世
界
陸
上
で
は
2
種
目
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。現
在
は
、

2
0
2
0
年
の
東
京
大
会
に
向
け

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
タ
ー
ト
ル
ズ
で

は
、
県
内
の
養
護
学
校
や
障
害
者

施
設
に
お
け
る
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の

指
導
、
講
演
等
を
通
じ
た
福
祉
教

育
等
、
次
世
代
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
競
技
力
の
向
上
を
目
指

し
て
県
内
外
の
様
々
な
大
会
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、後
進
の
指
導
・

育
成
の
活
動
も
続
け
て
い
く
と
荻

堂
会
長
は
抱
負
を
語
り
ま
す
。

割
に
と
ど
ま
る
。避
難
所
の
運
営

は
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」と
、
長
堂
さ
ん

は
繰
り
返
し
自
助
・
共
助
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
す
。

防
災
サ
ポ
ー
ト
は
、
助
け
ら
れ

る
方
よ
り
も
助
け
る
方
が
多
く
、

災
害
に
対
し
て
万
全
な
体
制
が
と

れ
る
地
域
を
目
指
し
、
今
後
も
活

動
を
続
け
ま
す
。

今
回
、
取
材
し
た
皆
さ
ん
の
お

話
か
ら
は
、
活
動
に
お
い
て
、
他

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま

し
た
。ま
た
、
次
世
代
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
活
動
を『
つ
な
い

で
い
く
』こ
と
を
意
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
今
後
も
助
成
等
を

通
じ
て
、
社
会
福
祉
活
動
に
取
り

組
む
団
体
を
支
援
し
、
誰
も
が
安

心
、安
全
に
、そ
し
て
輝
け
る
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▲避難誘導資器材「Jinriki」を用い
た避難訓練の様子
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● 

八
重
瀬
町
富
盛
地
区
の
取
り
組
み

八
重
瀬
町
富
盛
地
区
で
は
、学
習
支
援
や

昔
遊
び
を
通
し
た
仲
間
作
り
を
目
的
と
し

た
「
夏
休
み
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、県
社
協
か
ら
町
社
協
が
モ

デ
ル
指
定
を
受
け
て
い
る「
社
会
的
孤
立
対

策
モ
デ
ル
事
業
」の
一
環
と
し
て
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。夏
休
み
期
間
中
に
、
月
曜
日
は
学
習

支
援
、
金
曜
日
に
は
昔
遊
び
が
行
わ
れ
、
今

年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

活
動
最
終
日
、子
ど
も
達
は
昔
遊
び
を
は

じ
め
、そ
う
め
ん
流
し
や
か
き
氷
を
食
べ
る

な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

同
地
区
の
保
育
園
か
ら
園
児
の
参
加
も

あ
り
異
年
齢

交
流
も
行
わ

れ
、
普
段
よ

り
も
一
段
と

賑
や
か
に
な

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
保

育
園
園
長
に

よ
る
と
「
富

盛
地
区
の

方
々
は
地
域
愛
に
溢
れ
て
い
ま
す
。地
域
と

保
育
園
が
密
接
に
関
わ
っ
て
活
動
で
き
る

と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。他
市
か
ら
同
地
区
へ
移
住
し
て
き
た
と

い
う
住
民
か
ら
は
「
引
っ
越
し
た
当
初
は
、

地
域
に
馴
染
め
る
か
心
配
で
し
た
。し
か

し
、
地
域
愛
が
素
晴
ら
し
い
地
区
な
の
で
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。野
原
規
子
主
任
児

童
委
員
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

く
中
で
、子
ど
も
達
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰

え
て
い
ま
す
。子
ど
も
達
に
寄
り
添
い
、
一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
語

り
ま
し
た
。こ
の
日
、
町
社
協
か
ら
見
守
り

の
協
力
が
あ
り
、
参
加
し
た
職
員
か
ら
は

「
今
後
も
同
地
区
の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
学
校
教

育
と
の
連
携
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。閉
会
式
で
は
、
新

里
清
文
区
長
か
ら
「
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

学
校
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
が
で
き
た
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

夏
休
み
が
終
わ
っ
て
も
、体
験
し
た
昔
遊

び
等
を
思
い
出
し
て
楽
し
ん
で
欲
し
い
で

す
」と
子
ど
も
達
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

関連記事

「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク

ス
運
動
。地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、支
え
合
う
社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
事
で
は
、そ
ん
な
活
動
に
活
躍
す
る
団
体
や
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

▲活動の様子

▲食事の様子

う
ら
そ
え
ぐ
す
く
児
童
セ
ン

タ
ー
内
で
活
動
す
る
「
て
ぃ
ー

だ
こ
ど
も
食
堂
」は
、
毎
週
土
曜

日
10
時
か
ら
14
時
ま
で
、
来
館

す
る
児
童
・
生
徒
へ
食
事
の
提

供
や
学
習
支
援
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。

代
表
の
梁
裕
之（
り
ょ
う
ひ
ろ

ゆ
き
）氏
は
、
P
T
A
活
動
を
し

て
い
く
中
で
、
ネ
グ
レ
ク
ト（
育

児
放
棄
）の
実
態
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
を
き
っ

か
け
に「
何
か
手
助
け
を
で
き
な

い
か
」と
考
え
、
P
T
A
関
係
者

等
の
協
力
を
得
て
、こ
ど
も
食
堂

を
始
め
た
そ
う
で
す
。

梁
氏
は
、
浦
添
市
が
開
催
す
る

「
地
域
子
ど
も
支
援
会
議
」に
も
参

加
し
、
教
育
関
係
者
や
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
、
情
報
交
換

も
行
う
等
、
地
域
や
学
校
と
の
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
か
ら

は「
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
保

護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」、「
活

動
す
る
前
よ
り
も
地
域
の
子
ど

も
達
の
こ
と
を
意
識
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

梁
代
表
か
ら
は
、活
動
の
成
果

と
し
て「
生
活
環
境
に
課
題
を
抱

え
た
子
が
、
高
校
進
学
し
、
日
中

の
通
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」、「
問
題
行
動
が
あ
っ
た
子
が

地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
、夢
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、地
域
健
全
育
成
の
た

め
の
場
所
と
し
て
も
機
能
す
る

よ
う「
地
域
の
子
供
は
地
域
で
守

り
育
て
る
」こ
と
を
目
標
に
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

て
ぃ
ー
だ
こ
ど
も
食
堂
（
浦
添
市
）

児
童
・
障
害
児
者
施
設
を
運

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
袋
中
園

は
、今
年
度
か
ら
沖
縄
県
の
委
託

を
受
け
、「
里
親
リ
ク
ル
ー
ト
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」を
開
始
し

ま
し
た
。

本
事
業
は
、「
里
親
制
度
」の
認

知
度
を
高
め
る
た
め
の
普
及
・

啓
発
や
里
親
登
録
前
の
面
談
、委

託
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等
を
児

童
相
談
所
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
沖
縄
県
内
に
は
、
疾
病

や
経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、実
親

か
ら
離
れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
ど
も
が
約
5
0
0

人
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、平
成
28
年
の
改
正
児
童

福
祉
法
で
は
、子
ど
も
が
権
利
の

主
体
で
あ
る
こ
と
を
位
置
づ
け
、

家
庭
養
育
優
先
の
原
則
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、「
乳

幼
児
の
養
育
や
保
護
者
支
援
、里

親
へ
の
つ
な
ぎ
等
、ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
き
た
乳

児
院
と
し
て
の
経
験
や
専
門
性

を
活
か
し
、子
ど
も
と
里
親
を
支

え
て
い
け
た
ら
」と
い
う
想
い
か

ら
、
袋
中
園
で
は「
里
親
支
援
よ

し
み
ず
」を
立
ち
上
げ
、
職
員
2

名
体
制
で
市
町
村
や
関
係
機
関

へ
里
親
制
度
の
周
知
広
報
に
足

を
運
ん
で
い
ま
す
。

「
里
親
に
は
い
く
つ
か
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、こ
の
事
業
で
は
主

に
養
育
里
親
の
制
度
周
知
や
登

録
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、県
民
に
養
育
里
親
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

話
す
の
は
職
員
の
岩
本
紗
也
佳

さ
ん
。養
育
里
親
と
は
、
家
族
と

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
家
庭
で

養
育
す
る
里
親
で
す
が
、期
間
は

長
期
だ
け
で
な

く
、
数
日
か
ら

数
か
月
程
度
の

短
期
間
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

親
か
ら
離
れ

て
生
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

子
ど
も
達
が
、

地
域
に
一
つ
の

養
育
里
親
家
庭
が
い
る
こ
と
に

よ
り
、生
ま
れ
た
地
域
を
離
れ
る

こ
と
な
く
、家
庭
的
環
境
で
育
つ

こ
と
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

既
に「
よ
し
み
ず
」で
は
、里
親

制
度
に
関
す
る
質
問
等
を
電
話

や
メ
ー
ル
で
対
応
し
て
お
り
、今

後
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

「
子
ど
も
を
一
番
に
考
え
、
施

設
や
里
親
等
の
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
が
大
切
。今
後
は
児
童
福

祉
施
設
や
様
々
な
里
親
支
援
機

関
が
中
心
と
な
り
、民
生
委
員
児

童
委
員
、
学
校
、
自
治
会
等
と
も

繋
が
り
な
が
ら
、地
域
で
子
ど
も

や
里
親
家
庭
を
支
え
る
仕
組
み

を
作
り
た
い
」と
職
員
の
宇
根
涼

子
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
全
て
の
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
た
地
域
で

 

当
た
り
前
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
」

社
会
福
祉
法
人 

袋
中
園
　里
親
支
援
よ
し
み
ず
の
取
り
組
み

お問合せ：里親支援よしみず　☎098-994-5134
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● 

八
重
瀬
町
富
盛
地
区
の
取
り
組
み

八
重
瀬
町
富
盛
地
区
で
は
、学
習
支
援
や

昔
遊
び
を
通
し
た
仲
間
作
り
を
目
的
と
し

た
「
夏
休
み
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、県
社
協
か
ら
町
社
協
が
モ

デ
ル
指
定
を
受
け
て
い
る「
社
会
的
孤
立
対

策
モ
デ
ル
事
業
」の
一
環
と
し
て
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。夏
休
み
期
間
中
に
、
月
曜
日
は
学
習

支
援
、
金
曜
日
に
は
昔
遊
び
が
行
わ
れ
、
今

年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

活
動
最
終
日
、子
ど
も
達
は
昔
遊
び
を
は

じ
め
、そ
う
め
ん
流
し
や
か
き
氷
を
食
べ
る

な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

同
地
区
の
保
育
園
か
ら
園
児
の
参
加
も

あ
り
異
年
齢

交
流
も
行
わ

れ
、
普
段
よ

り
も
一
段
と

賑
や
か
に
な

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
保

育
園
園
長
に

よ
る
と
「
富

盛
地
区
の

方
々
は
地
域
愛
に
溢
れ
て
い
ま
す
。地
域
と

保
育
園
が
密
接
に
関
わ
っ
て
活
動
で
き
る

と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。他
市
か
ら
同
地
区
へ
移
住
し
て
き
た
と

い
う
住
民
か
ら
は
「
引
っ
越
し
た
当
初
は
、

地
域
に
馴
染
め
る
か
心
配
で
し
た
。し
か

し
、
地
域
愛
が
素
晴
ら
し
い
地
区
な
の
で
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。野
原
規
子
主
任
児

童
委
員
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

く
中
で
、子
ど
も
達
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰

え
て
い
ま
す
。子
ど
も
達
に
寄
り
添
い
、
一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
語

り
ま
し
た
。こ
の
日
、
町
社
協
か
ら
見
守
り

の
協
力
が
あ
り
、
参
加
し
た
職
員
か
ら
は

「
今
後
も
同
地
区
の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
学
校
教

育
と
の
連
携
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。閉
会
式
で
は
、
新

里
清
文
区
長
か
ら
「
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

学
校
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
が
で
き
た
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

夏
休
み
が
終
わ
っ
て
も
、体
験
し
た
昔
遊

び
等
を
思
い
出
し
て
楽
し
ん
で
欲
し
い
で

す
」と
子
ど
も
達
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

関連記事

「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク

ス
運
動
。地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、支
え
合
う
社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
事
で
は
、そ
ん
な
活
動
に
活
躍
す
る
団
体
や
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

▲活動の様子

▲食事の様子

う
ら
そ
え
ぐ
す
く
児
童
セ
ン

タ
ー
内
で
活
動
す
る
「
て
ぃ
ー

だ
こ
ど
も
食
堂
」は
、
毎
週
土
曜

日
10
時
か
ら
14
時
ま
で
、
来
館

す
る
児
童
・
生
徒
へ
食
事
の
提

供
や
学
習
支
援
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。

代
表
の
梁
裕
之（
り
ょ
う
ひ
ろ

ゆ
き
）氏
は
、
P
T
A
活
動
を
し

て
い
く
中
で
、
ネ
グ
レ
ク
ト（
育

児
放
棄
）の
実
態
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
を
き
っ

か
け
に「
何
か
手
助
け
を
で
き
な

い
か
」と
考
え
、
P
T
A
関
係
者

等
の
協
力
を
得
て
、こ
ど
も
食
堂

を
始
め
た
そ
う
で
す
。

梁
氏
は
、
浦
添
市
が
開
催
す
る

「
地
域
子
ど
も
支
援
会
議
」に
も
参

加
し
、
教
育
関
係
者
や
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
、
情
報
交
換

も
行
う
等
、
地
域
や
学
校
と
の
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
か
ら

は「
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
保

護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」、「
活

動
す
る
前
よ
り
も
地
域
の
子
ど

も
達
の
こ
と
を
意
識
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

梁
代
表
か
ら
は
、活
動
の
成
果

と
し
て「
生
活
環
境
に
課
題
を
抱

え
た
子
が
、
高
校
進
学
し
、
日
中

の
通
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」、「
問
題
行
動
が
あ
っ
た
子
が

地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
、夢
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、地
域
健
全
育
成
の
た

め
の
場
所
と
し
て
も
機
能
す
る

よ
う「
地
域
の
子
供
は
地
域
で
守

り
育
て
る
」こ
と
を
目
標
に
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

て
ぃ
ー
だ
こ
ど
も
食
堂
（
浦
添
市
）

児
童
・
障
害
児
者
施
設
を
運

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
袋
中
園

は
、今
年
度
か
ら
沖
縄
県
の
委
託

を
受
け
、「
里
親
リ
ク
ル
ー
ト
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」を
開
始
し

ま
し
た
。

本
事
業
は
、「
里
親
制
度
」の
認

知
度
を
高
め
る
た
め
の
普
及
・

啓
発
や
里
親
登
録
前
の
面
談
、委

託
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等
を
児

童
相
談
所
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
沖
縄
県
内
に
は
、
疾
病

や
経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、実
親

か
ら
離
れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
ど
も
が
約
5
0
0

人
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、平
成
28
年
の
改
正
児
童

福
祉
法
で
は
、子
ど
も
が
権
利
の

主
体
で
あ
る
こ
と
を
位
置
づ
け
、

家
庭
養
育
優
先
の
原
則
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、「
乳

幼
児
の
養
育
や
保
護
者
支
援
、里

親
へ
の
つ
な
ぎ
等
、ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
き
た
乳

児
院
と
し
て
の
経
験
や
専
門
性

を
活
か
し
、子
ど
も
と
里
親
を
支

え
て
い
け
た
ら
」と
い
う
想
い
か

ら
、
袋
中
園
で
は「
里
親
支
援
よ

し
み
ず
」を
立
ち
上
げ
、
職
員
2

名
体
制
で
市
町
村
や
関
係
機
関

へ
里
親
制
度
の
周
知
広
報
に
足

を
運
ん
で
い
ま
す
。

「
里
親
に
は
い
く
つ
か
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、こ
の
事
業
で
は
主

に
養
育
里
親
の
制
度
周
知
や
登

録
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、県
民
に
養
育
里
親
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

話
す
の
は
職
員
の
岩
本
紗
也
佳

さ
ん
。養
育
里
親
と
は
、
家
族
と

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
家
庭
で

養
育
す
る
里
親
で
す
が
、期
間
は

長
期
だ
け
で
な

く
、
数
日
か
ら

数
か
月
程
度
の

短
期
間
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

親
か
ら
離
れ

て
生
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

子
ど
も
達
が
、

地
域
に
一
つ
の

養
育
里
親
家
庭
が
い
る
こ
と
に

よ
り
、生
ま
れ
た
地
域
を
離
れ
る

こ
と
な
く
、家
庭
的
環
境
で
育
つ

こ
と
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

既
に「
よ
し
み
ず
」で
は
、里
親

制
度
に
関
す
る
質
問
等
を
電
話

や
メ
ー
ル
で
対
応
し
て
お
り
、今

後
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

「
子
ど
も
を
一
番
に
考
え
、
施

設
や
里
親
等
の
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
が
大
切
。今
後
は
児
童
福

祉
施
設
や
様
々
な
里
親
支
援
機

関
が
中
心
と
な
り
、民
生
委
員
児

童
委
員
、
学
校
、
自
治
会
等
と
も

繋
が
り
な
が
ら
、地
域
で
子
ど
も

や
里
親
家
庭
を
支
え
る
仕
組
み

を
作
り
た
い
」と
職
員
の
宇
根
涼

子
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
全
て
の
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
た
地
域
で
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シリーズ記事

ふくし
〇〇〇
&

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
福
祉

を
応
援
す
る
様
々
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
！

▲事業説明を受けている様子

▲就労支援の場面を見学している様子

県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
「
福
祉
の
職
場
見
学
ツ

ア
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
福
祉
業
界
未
経
験

の
求
職
者
や
求
職
者
を
支
援
す
る

就
労
支
援
機
関
の
相
談
員
、
高
校

の
進
路
担
当
教
員
等
、
広
く
一
般

県
民
を
対
象
と
し
、
福
祉
施
設
に

て
利
用
者
支
援
の
様
子
や
職
場
の

雰
囲
気
な
ど
を
見
学
、
現
地
職
員

と
の
対
話
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
就
職
活
動
を
後
押
し
し
、
福

祉
・
介
護
人
材
の
確
保
を
図
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
全
5
回
の
実
施
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
7
月（
10
名
）、
8

月（
18
名
）、9
月（
6
名
）に
開
催
し
、

7
施
設
（
高
齢
者
福
祉
施
設
3
か

所
、障
害
者
福
祉
施
設
3
か
所
、児

童
福
祉
施
設
1
か
所
）
を
訪
問
し
、

参
加
者
の
福
祉
の
職
場
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
未

経
験
・
無
資
格
で
は
一
人
で
施
設

見
学
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
」「
事
業
説
明
の
中
で
、
ケ

ア
方
法
の
こ
だ
わ
り
・
モ
ッ
ト
ー
、

就
職
後
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
不
安
の
解
消

に
つ
な
が
っ
た
」
等
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
一
度

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、福
祉
の
仕
事
に
対
し
て
更
に
興

味
を
持
ち
、
再
度
、
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
方
や
、介
護
の
仕
事
に
進
も
う

か
と
迷
っ
て
い
る
参
加
者
の
後
押

し
と
な
り
、他
の
施
設
で
の
採
用
に

つ
な
が
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

10
月
9
日
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
て
、「
第
62
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会
」（
主
催
：

県
、
県
社
協
、
県
共
募
）が
開
催
さ
れ
、
福
祉
関
係

者
約
1
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
式
　典
】

大
会
式
典
で
は
、長
年
に
わ
た
り
県
内
の
社
会

福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。県
知
事
表
彰
・
感
謝
、
大
会
長
表

彰
・
感
謝
な
ど
、
総
勢
2
6
9
人
・
3
夫
婦
・
23

団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
を
代
表
し
、県
知
事
表
彰
受
賞
の
鎌

田
佐
多
子
氏
か
ら
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
、県
議
会
の

新
里
米
吉
議
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、大
会
宣
言

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
記
念
講
演
】

後
半
に
は
、「
県
民

一
人
ひ
と
り
が
作
る

地
域
共
生
社
会
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

学
長
の
市
川
一
宏
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

市
川
氏
か
ら
は
、
今
、
日
本
社
会
が
求
め
て
い

る「
希
望
」と「
絆
」を
再
生
し
、地
域
共
生
社
会
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
互
い
に
支
え
合

い
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
時
期
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

読
谷
村
喜
名
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る

「
り
こ
ね
鍼
灸
整
骨
院
」
が
行
う
施
術
、
そ

し
て「
ふ
く
し
」と
の
接
点
に
つ
い
て
、
同

院
の
諸
留
将
人
さ
ん
か
ら
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

「
り
こ
ね
鍼
灸
整
骨
院
」
が
行
う
施
術
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

諸
留
：「
り
こ
ね
鍼
灸
整
骨
院
」
は
院
長
で

あ
る
私
の
弟
、
祥
太
と
2
人
で
昨
年
開
院

し
ま
し
た
。

手
技
療
法
や
鍼
・
お
灸
と
い
っ
た
施
術
に

加
え
、
ト
ラ
ウ
マ
を
ケ
ア
し
、
日
常
生
活
の

様
々
な
場
面
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上

を
図
る「
心
身
統
合
ケ
ア
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
」と
の
接
点
に
つ
い
て

諸
留
：
一
昔
前
ま
で
、
日
本
の
多
く
の
村

で
は
、
地
域
住
民
同
士
に
よ
る
灸
（
ヤ
イ

ト
）
も
し
く
は
灸
焼
き
（
ヤ
イ
ト
ヤ
キ
）
と

呼
ば
れ
る
行
為
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、治
療
と
し
て
だ
け
で
な
く
、山
や

畑
で
仕
事
を
終
え
、
お
互
い
の
疲
れ
を
癒

す
た
め
に
も
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

加
え
て
、そ
の
場
は
、地
域
住
民
の
相
互
交

流
の
場
、
集
い
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
い
と
い
う
点
で
は
、

「
ふ
く
し
」と
重
な
り
ま
す
ね
。

諸
留
：「
り
こ
ね
」と
い
う
言
葉
は
、
R
E
　

C
O
N
N
E
C
T（
再
び
つ
な
が
る
）と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。来
院
さ
れ
る
方
の
心
と

体
が
再
び
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
鍼
灸
整

骨
院
が
も
つ
専
門
性
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域

住
民
同
士
が
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
な
、

活
動
や
場
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
は
精
神
科
病
院
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
勤
め
て
い
た
諸
留
将
人
さ
ん
。こ
れ
か

ら
も
専
門
性
を
活
か
し
て
地
域
を
つ
な
げ

て
い
く
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
職
場
見
学
ツ
ア
ー

第
１
回ふ

く
し
＆
鍼
灸
整
骨
院

第
62
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会

▲諸留　将人さん
「りこね鍼灸整骨院」
TEL：098-923-3220
HP：https://www.reconnect.okinawa/

▲市川一宏氏による記念講演

T
地
域
の
、
H
人
々
が
、
A
明
る
い
、

K
築
き
、
S
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て

N
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

▲大会宣言

今日の社会福祉をめぐっては、就労状況や心
身の状態、地域社会との関係性などさまざなま
事情を背景とした生活困窮や虐待、社会的孤立
などの複合的な課題が増加しており大きな社会
問題となっています。

このような中、国及び地方公共団体において
は、関係機関の連携による包括的な支援体制の
構築、そして地域住民一人ひとりが支え合い、
地域をともに創っていく「地域共生社会」の実
現に向けた取り組みが進められています。

本県においても、地域の人々が明るいネット
ワ ー ク を 築 き、支 え 合 う 社 会 を 目 指 す
「THANKS（サンクス）運動」を展開しています。
本運動のさらなる推進には、福祉関係団体、ボ
ランティア、企業、行政等が互いに連携を図り、
積極的に協働していくことが大切です。

本日、「明日への希望とともに、みんなの笑顔
の花を咲かせよう」のスローガンのもと、県民
誰もが、普段の暮らしの中で幸せが実感できる
「沖縄らしい優しい社会」の構築に取り組む決意
を新たにしました。

私たちは総力を結集し、ともに支え合い、誰
もが安心して生活できる、住みよい地域社会の
実現に向け行動することを誓い、ここに宣言し
ます。

令和元年 10月 9日
第 62回沖縄県社会福祉大会

※
職
場
見
学
ツ
ア
ー
参
加
希
望
者

や
、職
場
見
学
ツ
ア
ー
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
随
時
、

募
集
し
て
お
り
ま
す
。ご
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合せ先

住所：那覇市首里石嶺町 4‐373‐1
 沖縄県総合福祉センター西棟
TEL：098‐882‐5703
FAX：098‐886‐8474
mail：jinzai@okishakyo.or.jp

沖縄県福祉人材研修センター
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シリーズ記事

ふくし
〇〇〇
&

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
福
祉

を
応
援
す
る
様
々
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
！

▲事業説明を受けている様子

▲就労支援の場面を見学している様子

県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
「
福
祉
の
職
場
見
学
ツ

ア
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
福
祉
業
界
未
経
験

の
求
職
者
や
求
職
者
を
支
援
す
る

就
労
支
援
機
関
の
相
談
員
、
高
校

の
進
路
担
当
教
員
等
、
広
く
一
般

県
民
を
対
象
と
し
、
福
祉
施
設
に

て
利
用
者
支
援
の
様
子
や
職
場
の

雰
囲
気
な
ど
を
見
学
、
現
地
職
員

と
の
対
話
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
就
職
活
動
を
後
押
し
し
、
福

祉
・
介
護
人
材
の
確
保
を
図
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
全
5
回
の
実
施
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
7
月（
10
名
）、
8

月（
18
名
）、9
月（
6
名
）に
開
催
し
、

7
施
設
（
高
齢
者
福
祉
施
設
3
か

所
、障
害
者
福
祉
施
設
3
か
所
、児

童
福
祉
施
設
1
か
所
）
を
訪
問
し
、

参
加
者
の
福
祉
の
職
場
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
未

経
験
・
無
資
格
で
は
一
人
で
施
設

見
学
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
」「
事
業
説
明
の
中
で
、
ケ

ア
方
法
の
こ
だ
わ
り
・
モ
ッ
ト
ー
、

就
職
後
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
不
安
の
解
消

に
つ
な
が
っ
た
」
等
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
一
度

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、福
祉
の
仕
事
に
対
し
て
更
に
興

味
を
持
ち
、
再
度
、
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
方
や
、介
護
の
仕
事
に
進
も
う

か
と
迷
っ
て
い
る
参
加
者
の
後
押

し
と
な
り
、他
の
施
設
で
の
採
用
に

つ
な
が
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

10
月
9
日
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
て
、「
第
62
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会
」（
主
催
：

県
、
県
社
協
、
県
共
募
）が
開
催
さ
れ
、
福
祉
関
係

者
約
1
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
式
　典
】

大
会
式
典
で
は
、長
年
に
わ
た
り
県
内
の
社
会

福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。県
知
事
表
彰
・
感
謝
、
大
会
長
表

彰
・
感
謝
な
ど
、
総
勢
2
6
9
人
・
3
夫
婦
・
23

団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
を
代
表
し
、県
知
事
表
彰
受
賞
の
鎌

田
佐
多
子
氏
か
ら
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
、県
議
会
の

新
里
米
吉
議
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、大
会
宣
言

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
記
念
講
演
】

後
半
に
は
、「
県
民

一
人
ひ
と
り
が
作
る

地
域
共
生
社
会
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

学
長
の
市
川
一
宏
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

市
川
氏
か
ら
は
、
今
、
日
本
社
会
が
求
め
て
い

る「
希
望
」と「
絆
」を
再
生
し
、地
域
共
生
社
会
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
互
い
に
支
え
合

い
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
時
期
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

読
谷
村
喜
名
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る

「
り
こ
ね
鍼
灸
整
骨
院
」
が
行
う
施
術
、
そ

し
て「
ふ
く
し
」と
の
接
点
に
つ
い
て
、
同

院
の
諸
留
将
人
さ
ん
か
ら
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

「
り
こ
ね
鍼
灸
整
骨
院
」
が
行
う
施
術
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

諸
留
：「
り
こ
ね
鍼
灸
整
骨
院
」
は
院
長
で

あ
る
私
の
弟
、
祥
太
と
2
人
で
昨
年
開
院

し
ま
し
た
。

手
技
療
法
や
鍼
・
お
灸
と
い
っ
た
施
術
に

加
え
、
ト
ラ
ウ
マ
を
ケ
ア
し
、
日
常
生
活
の

様
々
な
場
面
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上

を
図
る「
心
身
統
合
ケ
ア
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
」と
の
接
点
に
つ
い
て

諸
留
：
一
昔
前
ま
で
、
日
本
の
多
く
の
村

で
は
、
地
域
住
民
同
士
に
よ
る
灸
（
ヤ
イ

ト
）
も
し
く
は
灸
焼
き
（
ヤ
イ
ト
ヤ
キ
）
と

呼
ば
れ
る
行
為
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、治
療
と
し
て
だ
け
で
な
く
、山
や

畑
で
仕
事
を
終
え
、
お
互
い
の
疲
れ
を
癒

す
た
め
に
も
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

加
え
て
、そ
の
場
は
、地
域
住
民
の
相
互
交

流
の
場
、
集
い
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
い
と
い
う
点
で
は
、

「
ふ
く
し
」と
重
な
り
ま
す
ね
。

諸
留
：「
り
こ
ね
」と
い
う
言
葉
は
、
R
E
　

C
O
N
N
E
C
T（
再
び
つ
な
が
る
）と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。来
院
さ
れ
る
方
の
心
と

体
が
再
び
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
鍼
灸
整

骨
院
が
も
つ
専
門
性
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域

住
民
同
士
が
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
な
、

活
動
や
場
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
は
精
神
科
病
院
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
勤
め
て
い
た
諸
留
将
人
さ
ん
。こ
れ
か

ら
も
専
門
性
を
活
か
し
て
地
域
を
つ
な
げ

て
い
く
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
職
場
見
学
ツ
ア
ー

第
１
回ふ

く
し
＆
鍼
灸
整
骨
院

第
62
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会

▲諸留　将人さん
「りこね鍼灸整骨院」
TEL：098-923-3220
HP：https://www.reconnect.okinawa/

▲市川一宏氏による記念講演

T
地
域
の
、
H
人
々
が
、
A
明
る
い
、

K
築
き
、
S
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て

N
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

▲大会宣言

今日の社会福祉をめぐっては、就労状況や心
身の状態、地域社会との関係性などさまざなま
事情を背景とした生活困窮や虐待、社会的孤立
などの複合的な課題が増加しており大きな社会
問題となっています。

このような中、国及び地方公共団体において
は、関係機関の連携による包括的な支援体制の
構築、そして地域住民一人ひとりが支え合い、
地域をともに創っていく「地域共生社会」の実
現に向けた取り組みが進められています。

本県においても、地域の人々が明るいネット
ワ ー ク を 築 き、支 え 合 う 社 会 を 目 指 す
「THANKS（サンクス）運動」を展開しています。
本運動のさらなる推進には、福祉関係団体、ボ
ランティア、企業、行政等が互いに連携を図り、
積極的に協働していくことが大切です。

本日、「明日への希望とともに、みんなの笑顔
の花を咲かせよう」のスローガンのもと、県民
誰もが、普段の暮らしの中で幸せが実感できる
「沖縄らしい優しい社会」の構築に取り組む決意
を新たにしました。

私たちは総力を結集し、ともに支え合い、誰
もが安心して生活できる、住みよい地域社会の
実現に向け行動することを誓い、ここに宣言し
ます。

令和元年 10月 9日
第 62回沖縄県社会福祉大会

※
職
場
見
学
ツ
ア
ー
参
加
希
望
者

や
、職
場
見
学
ツ
ア
ー
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
随
時
、

募
集
し
て
お
り
ま
す
。ご
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合せ先

住所：那覇市首里石嶺町 4‐373‐1
 沖縄県総合福祉センター西棟
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沖縄県福祉人材研修センター
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▲研修の様子

【
福
祉
機
器
展・来
場
者
の
声
】

･
気
に
な
っ
て
い
た
福
祉
用
具
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。職
場
で
活
用
し
た
い
。

･
思
っ
て
い
た
以
上
に
と
て
も
便

利
で
、将
来
使
い
た
い
と
思
う

物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

･
親
の
介
護
が
始
ま
り
参
考
に

な
っ
た
。

【
研
修
会・参
加
者
の
声
】

﹇
住
環
境
整
備
と
転
倒
予
防
﹈

･
転
倒
予
防
の
注
意
点
を
学
ぶ
事

が
で
き
て
良
か
っ
た
。

﹇
笑
顔
引
き
出
す
メ
イ
ク
の
魔
法
﹈

･
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
取
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
と
感
じ
た
。

﹇
家
族
で
考
え
る
介
護
、相
続
、お

金
の
こ
と
﹈

･
親
だ
け
で
な
く
自
分
自
身
の
介

護
費
用
も
併
せ
て
考
え
て
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

﹇
高
齢
者
の
足
と
靴
に
つ
い
て
﹈

･
歩
行
と
靴
の
関
係
に
つ
い
て
の

大
切
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
７
月
５
日
・
６
日
に
「
第
９
回
福

祉
機
器
展
２
０
１
９
」が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
61
社
の
出
展
業
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

同
時
開
催
で
４
つ
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
県
民
や
各
種
専
門

職
、学
生
等
１
０
２
９
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、
災
害
時
に
お

け
る
要
配
慮
者
支
援
体
制
を
確

保
し
、
避
難
生
活
に
伴
っ
て
生

ず
る
二
次
被
害
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県

か
ら
の
委
託
を
受
け
沖
縄
県
災

害
時
福
祉
支
援
体
制
整
備
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
キ
ッ
ク
オ

フ
研
修
と
し
て
県
内
社
会
福
祉

法
人
等
の
役
職
員
を
対
象
に

「
D
W
A
T
お
き
な
わ
」
に
関

す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
「
福
祉
防
災
サ
ポ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
未
来
」
代
表
の
桒
原

英
文
氏
。
今
後
本
会
で
は
、
県

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

を
中
心
に
、
福
祉
関
係
者
へ
幅

広
く
D
W
A
T
お
き
な
わ
チ
ー

ム
員
へ
の
参
加
登
録
を
呼
び
か

け
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
た

取
り
組
み
を

推
進
し
て
行

く
予
定
で
す
。

県
社
協
・
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、8
月
21
日
、県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
沖
縄
県
地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
連
絡
会

議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
は
、矯
正
施
設
を
退
所
す
る
高
齢
・
障
害

受
刑
者
の
円
滑
な
地
域
生
活
の
移
行
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
の
連
携
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
、
行
政
・
福
祉
、
司
法
関
係

者
等
約
45
団
体
か
ら
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
会
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概

要
等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。本
県
の
特
徴
と

し
て
、
介
護
と
障
害
者
福
祉
制
度
の
狭
間
に
い

る
60
代
の
支
援
を
は
じ
め
、
知
的
障
害
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
や
統
合
失
調
症
等
の
精
神
疾
患

の
支
援
が
多
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、知
的
障
害

や
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
出
所

後
の
生
活
イ
メ
ー
ジ
が
持
て

ず
、
対
象
者
の
状
況
に
応
じ

た
帰
住
先
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
那
覇
保
護
観
察

所
の
生
田
美
奈
統
括
保
護

観
察
官
よ
り
、「
自
立
準
備

ホ
ー
ム
の
概
要
と
現
状
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。本
県
の
自
立

準
備
ホ
ー
ム
の
登
録
件
数
は

22
件
（
薬
物
等
依
存
症
回
復

施
設
12
件
、障
害
・
高
齢
施
設
8
件
、少
年
の
受

入
可
能
な
施
設
3
件
※
重
複
有
）
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
設
置
地
域
や
障
害
種
別
に
偏
り
が
あ

り
、
受
入
調
整
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
、関
係
者
へ
登
録
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、自
立
準
備
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
琉

球
山
法
華
経
寺
及
び
社
会
福
祉
法
人
宇
堅
福
祉

会
か
ら
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

宇
堅
福
祉
会
か
ら
は
支
援
者
と
対
象
者
が
望
む

「
自
立
」に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
時
、支
援
の
組
み
立

て
が
難
し
い
と
の
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
対
象
者
の
受
入

に
際
し
て
施
設
周
辺
住
民
へ
周
知
す
る
必
要

性
や
利
用
者
同
士
が
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

た
め
の
支
援
方
法
等
の

質
問
が
出
さ
れ
、
地
域
や

関
係
機
関
と
の
連
携
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
社
協
と
し
て
は
、
本

会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

等
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

自
立
準
備
ホ
ー
ム
の
登

録
拡
大
と
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
拡
充
に
向
け
各

種
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

県
社
協
で
は
去
る
8
月
23
日

（
金
）、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、「
生
活
福
祉
資
金
貸
付

事
業
担
当
職
員
研
修
会
」
を
開
催

し
、
55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
本
県
の
生
活

福
祉
資
金
の
貸
付
及
び
償
還
の

実
績
を
は
じ
め
、
初
期
相
談
や

自
立
に
向
け
た
償
還
指
導
対
応

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
貸
付
相
談
で

は
精
神
障
害
の
あ
る
方
か
ら
の

貸
付
相
談
も
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
研
修
で

は
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
そ
の
対
応
方
法
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
沖

縄
大
学
の
名
城
健
二
教
授
を
講

師
に
迎
え
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

名
城
先
生
の
講
義
で
は
、「
精

神
障
害
の
特
性
理
解
」
と
題
し
、

本
県
の
自
立
支
援
医
療
の
利
用

者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

や
、
う
つ
病
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
愛

着
障
害
に
よ
っ
て
人
間
関
係
の

構
築
が
苦
手
と
な
る
こ
と
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
母
子

世
帯
か
ら
の
相
談
で
、
う
つ
病
と

診
断
さ
れ
た
世
帯
主
が
再
就
職
す

る
ま
で
の
生
活
費
と
子
ど
も
の
小

学
校
へ
の
入
学
に
か
か
る
費
用
の

工
面
が
出
来
な
い
と
い
う
実
際
の

ケ
ー
ス
を
も
と
に
事
例
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
初
回
面
談

の
重
要
性
を
感
じ
た
」「
う
つ
病

の
背
景
を
考
え
な
が
ら
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ

り
、
貸
付
の
判
断
だ
け
で
は
な
い

総
合
的
な
支
援
の
重
要
性
を
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
の
創
設
に
向
け
て

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
連
絡
会
議
報
告

県
社
協
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
町
村
社
協
の
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業（
以
下「
本
事
業
」と
い

う
）の
担
当
職
員
を
対
象
に
、「
事
業
担
当

者
研
修
会
」
を
8
月
20
日
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
59
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
全
市
町
村

型
方
式
へ
事
業
形
態
の
見
直
し
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
参
加
者
は
事
業
推
進
の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
術
等
の
学
び

を
深
め
ま
し
た
。

研
修
会
前
半
は
、
ゆ
い
ま
〜
る
法
律
事

務
所
寺
田
明
弘
弁
護
士
か
ら
「
社
協
が
権

利
擁
護
に
取
組
む
意
義
」と
題
し
て
、
成
年

後
見
制
度
と
の
関
り
か
ら
見
え
る
本
事
業

の
役
割
や
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の

必
要
性
等
、
社
協
と
し
て
事
業
に
取
り
組

む
意
義
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
緑
和
会
統

括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
総
務
部
長
の
宮
里
初
美

氏
を
講
師
に「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
理
解
と
実
践
」と
題
し
、
講
演
と
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
で
は
、
う
る
ま
市
社
協
の
崎
原
奈

菜
専
門
員
か
ら
の
事
例
報
告
を
も
と
に
、

各
援
助
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
専
門
員
の
支

援
内
容
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。宮
里
氏
か
ら
は
、
利
用
者
の
意

向
を
踏
ま
え
た
自
立
に
向
け
た
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
必
要
性
や
、担
当
者
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
関
係
機
関
や
社
協
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
な
が
ら
業
務
を
行
う
こ
と
等

の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
福
祉
の
隙
間
を
埋
め

る
た
め
に
も
社
協
が
行
う
意
義
の
重
要
性

を
認
識
で
き
た
」、「
一
連
の
援
助
プ
ロ
セ
ス

を
事
例
を
通
し
演
習
す
る
こ
と
で
、
よ
り

実
践
に
近
い
学
び
が
得
ら
れ
た
」
等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県
社
協
と
し
て
も
、
今
後
も
事
業
担
当

者
の
資
質
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
各
種
研

修
会
の
開
催
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業 

〜
事
業
担
当
者
研
修
会
〜

〜
精
神
障
害
を
抱
え
て
い
る
方
や
そ
の
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
〜

▲精神障害の特性について講義を行う名城教授

▲自立準備ホーム職員報告

▲事業担当者連絡会議

▲会場の様子

▲研修会の様子

第
９
回

福
祉
機
器
展
2
0
1
9

※
次
年
度
は
2
0
2
0
年
７
月
上
旬
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
沖縄県介護実習・普及センター
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▲研修の様子

【
福
祉
機
器
展・来
場
者
の
声
】

･
気
に
な
っ
て
い
た
福
祉
用
具
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。職
場
で
活
用
し
た
い
。

･
思
っ
て
い
た
以
上
に
と
て
も
便

利
で
、将
来
使
い
た
い
と
思
う

物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

･
親
の
介
護
が
始
ま
り
参
考
に

な
っ
た
。

【
研
修
会・参
加
者
の
声
】

﹇
住
環
境
整
備
と
転
倒
予
防
﹈

･
転
倒
予
防
の
注
意
点
を
学
ぶ
事

が
で
き
て
良
か
っ
た
。

﹇
笑
顔
引
き
出
す
メ
イ
ク
の
魔
法
﹈

･
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
取
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
と
感
じ
た
。

﹇
家
族
で
考
え
る
介
護
、相
続
、お

金
の
こ
と
﹈

･
親
だ
け
で
な
く
自
分
自
身
の
介

護
費
用
も
併
せ
て
考
え
て
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

﹇
高
齢
者
の
足
と
靴
に
つ
い
て
﹈

･
歩
行
と
靴
の
関
係
に
つ
い
て
の

大
切
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
７
月
５
日
・
６
日
に
「
第
９
回
福

祉
機
器
展
２
０
１
９
」が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
61
社
の
出
展
業
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

同
時
開
催
で
４
つ
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
県
民
や
各
種
専
門

職
、学
生
等
１
０
２
９
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、
災
害
時
に
お

け
る
要
配
慮
者
支
援
体
制
を
確

保
し
、
避
難
生
活
に
伴
っ
て
生

ず
る
二
次
被
害
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県

か
ら
の
委
託
を
受
け
沖
縄
県
災

害
時
福
祉
支
援
体
制
整
備
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
キ
ッ
ク
オ

フ
研
修
と
し
て
県
内
社
会
福
祉

法
人
等
の
役
職
員
を
対
象
に

「
D
W
A
T
お
き
な
わ
」
に
関

す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
「
福
祉
防
災
サ
ポ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
未
来
」
代
表
の
桒
原

英
文
氏
。
今
後
本
会
で
は
、
県

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

を
中
心
に
、
福
祉
関
係
者
へ
幅

広
く
D
W
A
T
お
き
な
わ
チ
ー

ム
員
へ
の
参
加
登
録
を
呼
び
か

け
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
た

取
り
組
み
を

推
進
し
て
行

く
予
定
で
す
。

県
社
協
・
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、8
月
21
日
、県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
沖
縄
県
地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
連
絡
会

議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
は
、矯
正
施
設
を
退
所
す
る
高
齢
・
障
害

受
刑
者
の
円
滑
な
地
域
生
活
の
移
行
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
の
連
携
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
、
行
政
・
福
祉
、
司
法
関
係

者
等
約
45
団
体
か
ら
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
会
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概

要
等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。本
県
の
特
徴
と

し
て
、
介
護
と
障
害
者
福
祉
制
度
の
狭
間
に
い

る
60
代
の
支
援
を
は
じ
め
、
知
的
障
害
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
や
統
合
失
調
症
等
の
精
神
疾
患

の
支
援
が
多
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、知
的
障
害

や
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
出
所

後
の
生
活
イ
メ
ー
ジ
が
持
て

ず
、
対
象
者
の
状
況
に
応
じ

た
帰
住
先
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
那
覇
保
護
観
察

所
の
生
田
美
奈
統
括
保
護

観
察
官
よ
り
、「
自
立
準
備

ホ
ー
ム
の
概
要
と
現
状
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。本
県
の
自
立

準
備
ホ
ー
ム
の
登
録
件
数
は

22
件
（
薬
物
等
依
存
症
回
復

施
設
12
件
、障
害
・
高
齢
施
設
8
件
、少
年
の
受

入
可
能
な
施
設
3
件
※
重
複
有
）
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
設
置
地
域
や
障
害
種
別
に
偏
り
が
あ

り
、
受
入
調
整
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
、関
係
者
へ
登
録
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、自
立
準
備
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
琉

球
山
法
華
経
寺
及
び
社
会
福
祉
法
人
宇
堅
福
祉

会
か
ら
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

宇
堅
福
祉
会
か
ら
は
支
援
者
と
対
象
者
が
望
む

「
自
立
」に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
時
、支
援
の
組
み
立

て
が
難
し
い
と
の
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
対
象
者
の
受
入

に
際
し
て
施
設
周
辺
住
民
へ
周
知
す
る
必
要

性
や
利
用
者
同
士
が
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

た
め
の
支
援
方
法
等
の

質
問
が
出
さ
れ
、
地
域
や

関
係
機
関
と
の
連
携
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
社
協
と
し
て
は
、
本

会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

等
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

自
立
準
備
ホ
ー
ム
の
登

録
拡
大
と
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
拡
充
に
向
け
各

種
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

県
社
協
で
は
去
る
8
月
23
日

（
金
）、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、「
生
活
福
祉
資
金
貸
付

事
業
担
当
職
員
研
修
会
」
を
開
催

し
、
55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
本
県
の
生
活

福
祉
資
金
の
貸
付
及
び
償
還
の

実
績
を
は
じ
め
、
初
期
相
談
や

自
立
に
向
け
た
償
還
指
導
対
応

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
貸
付
相
談
で

は
精
神
障
害
の
あ
る
方
か
ら
の

貸
付
相
談
も
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
研
修
で

は
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
そ
の
対
応
方
法
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
沖

縄
大
学
の
名
城
健
二
教
授
を
講

師
に
迎
え
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

名
城
先
生
の
講
義
で
は
、「
精

神
障
害
の
特
性
理
解
」
と
題
し
、

本
県
の
自
立
支
援
医
療
の
利
用

者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

や
、
う
つ
病
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
愛

着
障
害
に
よ
っ
て
人
間
関
係
の

構
築
が
苦
手
と
な
る
こ
と
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
母
子

世
帯
か
ら
の
相
談
で
、
う
つ
病
と

診
断
さ
れ
た
世
帯
主
が
再
就
職
す

る
ま
で
の
生
活
費
と
子
ど
も
の
小

学
校
へ
の
入
学
に
か
か
る
費
用
の

工
面
が
出
来
な
い
と
い
う
実
際
の

ケ
ー
ス
を
も
と
に
事
例
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
初
回
面
談

の
重
要
性
を
感
じ
た
」「
う
つ
病

の
背
景
を
考
え
な
が
ら
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ

り
、
貸
付
の
判
断
だ
け
で
は
な
い

総
合
的
な
支
援
の
重
要
性
を
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
の
創
設
に
向
け
て

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
連
絡
会
議
報
告

県
社
協
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
町
村
社
協
の
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業（
以
下「
本
事
業
」と
い

う
）の
担
当
職
員
を
対
象
に
、「
事
業
担
当

者
研
修
会
」
を
8
月
20
日
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
59
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
全
市
町
村

型
方
式
へ
事
業
形
態
の
見
直
し
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
参
加
者
は
事
業
推
進
の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
術
等
の
学
び

を
深
め
ま
し
た
。

研
修
会
前
半
は
、
ゆ
い
ま
〜
る
法
律
事

務
所
寺
田
明
弘
弁
護
士
か
ら
「
社
協
が
権

利
擁
護
に
取
組
む
意
義
」と
題
し
て
、
成
年

後
見
制
度
と
の
関
り
か
ら
見
え
る
本
事
業

の
役
割
や
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の

必
要
性
等
、
社
協
と
し
て
事
業
に
取
り
組

む
意
義
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
緑
和
会
統

括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
総
務
部
長
の
宮
里
初
美

氏
を
講
師
に「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
理
解
と
実
践
」と
題
し
、
講
演
と
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
で
は
、
う
る
ま
市
社
協
の
崎
原
奈

菜
専
門
員
か
ら
の
事
例
報
告
を
も
と
に
、

各
援
助
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
専
門
員
の
支

援
内
容
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。宮
里
氏
か
ら
は
、
利
用
者
の
意

向
を
踏
ま
え
た
自
立
に
向
け
た
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
必
要
性
や
、担
当
者
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
関
係
機
関
や
社
協
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
な
が
ら
業
務
を
行
う
こ
と
等

の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
福
祉
の
隙
間
を
埋
め

る
た
め
に
も
社
協
が
行
う
意
義
の
重
要
性

を
認
識
で
き
た
」、「
一
連
の
援
助
プ
ロ
セ
ス

を
事
例
を
通
し
演
習
す
る
こ
と
で
、
よ
り

実
践
に
近
い
学
び
が
得
ら
れ
た
」
等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県
社
協
と
し
て
も
、
今
後
も
事
業
担
当

者
の
資
質
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
各
種
研

修
会
の
開
催
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業 

〜
事
業
担
当
者
研
修
会
〜

〜
精
神
障
害
を
抱
え
て
い
る
方
や
そ
の
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
〜

▲精神障害の特性について講義を行う名城教授

▲自立準備ホーム職員報告

▲事業担当者連絡会議

▲会場の様子

▲研修会の様子

第
９
回

福
祉
機
器
展
2
0
1
9

※
次
年
度
は
2
0
2
0
年
７
月
上
旬
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
沖縄県介護実習・普及センター
TEL：098-882-1484　FAX：098-882-1486
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計

1

2

3

4

5

6

7

№

（福）恩陽会

（特非）まじゅんの会

（特非）ボンネビル名護

（福）朝日福祉会

（特非）サザンウィンドウ

（特非）バリアフリーネットワーク会議

（福）沖縄県身体障害者福祉協会

法　人　名

トイレ改修工事

クーラー買い替え事業

床下浸水予防及び床面改修工事

送迎車両購入事業

空調機設置工事

モービィマット購入事業

意思疎通支援事業にかかる車両購入事業

助成事業名

5,790,000

970,000

150,000

480,000

1,200,000

1,190,000

1,000,000

800,000

助成額

1

2 

3

4

5

6

令和元年 台風第19号災害義援金

令和元年 台風第15号・台風第19号・大雨千葉県災害義援金

令和元年 8月佐賀県豪雨災害義援金

平成30年 北海島胆振東部地震災害義援金

平成30年 7月豪雨災害義援金（岡山県・愛媛県・広島県）

平成28年 熊本地震災害義援金

令和元年10月16日～令和2年3月31日まで

令和元年9月17日 ～ 12月30日まで

令和元年9月2日 ～ 令和2年2月28日まで

平成30年9月12日 ～ 令和2年3月31日まで

平成30年7月10日 ～ 令和2年6月30日まで

平成28年4月18日 ～ 令和2年3月31日まで

義 援 金 名 募 集 期 間

お問合せ先 （福）沖縄県共同募金会
☎098-882-4353　　　メール akaihane@okishakyo.or.jp

「
赤
い
羽
根
」
の
シ
ン
ボ
ル
で

親
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
は
、

寄
付
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

を
は
じ
め
、多
く
の
県
民
や
企
業

に
支
え
ら
れ
、全
国
で
は
今
年
で

73
回
目
、本
県
で
は
68
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

共
同
募
金
は
、誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、役
立
て
る
た
め
の
重
要

な
資
金
で
す
。

今
年
は
2
億
1
千
1
5
7
万

余
り
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。本
年
も
県
民

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
共
同
募
金
会
と
被
災
地

の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
で
は
、

災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
義
援
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

下
表
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
義
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

寄
付
を
希
望
の
場
合
に
は
、
沖

縄
県
共
同
募
金
会
か
最
寄
り
の
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
、
被
災
県
へ
送
金
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
・
共
同
募
金

会
・
日
本
赤
十
字
社
支
部
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
配
分
委
員
会
に
お
い

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
配
分
基
準

に
沿
っ
て
市
町
村
を
通
じ
て
被
災

者
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉

財
団
助
成
金
は
、
日
本
中
央

競
馬
会
の
馬
主
さ
ん
達
が
、

自
分
た
ち
の
手
で
目
に
見
え

る
形
で
社
会
福
祉
の
発
展
に

貢
献
し
、
併
せ
て
競
馬
に
対

す
る
社
会
の
認
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
競
馬
の

賞
金
の
一
部
を
自
主
的
に
拠

出
し
た
も
の
で
す
。

今
年
度
、県
内
で
は
、社
会

福
祉
法
人
な
ど
7
団
体
に
総

額
5
7
9
万
円
が
決
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
総
額
15
億
4

千
5
3
7
万
5
千
円
が
県
内

の
団
体
へ
助
成
さ
れ
、
福
祉

車
両
等
の
購
入
や
施
設
の
建

設
、
増
改
築
及
び
各
種
修
繕

工
事
な
ど
県
内
社
会
福
祉
事

業
の
基
盤
整
備
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。来
年
度
助
成

に
つ
い
て
は
、
来
年
4
月
に

募
集
す
る
「
民
間
福
祉
資
金

助
成
要
望
調
書
」
で
仮
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
県

共
同
募
金
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
赤
い
羽
根
空
の
第
一
便
」

伝
達
式
を
開
催

10
月
1
日
、共
同
募
金
運
動
の

ス
タ
ー
ト
を
周
知
す
る
た
め
、那

覇
市
の
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
広
場

で「
赤
い
羽
根
空
の
第
一
便
伝
達

式
」
行
わ
れ
ま
し
た
。全
国
一
斉

に
始
ま
る
運
動
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、全
日
本
空
輸（
株
）

の
客
室
乗
務
員
か
ら
、厚
生
労
働

大
臣
と
中
央
共
同
募
金
会
会
長

の
共
同
募
金
運
動
へ
の
激
励
と

協
力
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

主
催
者
ら
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

県
共
同
募
金
会
の
湧
川
昌
秀

会
長
は「
誰
も
が
心
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
な
り
、主
体
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
」と
述
べ
、
県
民
へ
運
動
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
は
、共
同
募

金
運
動
関
係
者
や
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
街
頭
募
金
を
行
い
、道

行
く
人
々
へ
募
金
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
空
の
美
ら
島
便
伝
達
式
」

同
日
、宮
古
島
空
港
で
は
日
本

ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空

（
株
）の
ご
協
力
に
よ
り
、客
室
常

務
員
か
ら
沖
縄
知
事
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
赤
い
羽
根
が
関
係
者
へ
届

け
ら
れ
、募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

の
皆
さ
ん
と
共
同
募
金
運
動
の

始
ま
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〜
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
〜

現在募集中の災害義援金一覧

▲伝達式の様子

令和
元年度

運 動 期 間

令和元年

10 1

令和 2 年

3 31

▲街頭募金の様子

▲空の美ら島便伝達式の様子

募金の種類について
名　　称 一般募金（赤い羽根）

10月1日～3月31日（6ヵ月）

集めた募金は、配分委員会などで助成先を
審査・決定し、来年度の活動に対して使わ
れます。

①社会福祉協議会
②社会福祉を目的とする団体・ボランティア

団体・福祉施設に。

歳末たすけあい募金
12月1日～12月31日（1ヵ月）

集めた募金は、配分委員会であらかじめ決
めた基準等に基づき、原則年度内に使わ
れます。

新しい年を迎える時期に、支援を必要とし
ている人々が安心して暮らす事ことができ
るよう実施。

募金期間

助成年度

助成事業

令和元年度 中央競馬馬主社会福祉財団助成金
助成団体が決定しました。

現
在
の
災
害
義
援
金
の

募
集
状
況
に
つ
い
て

中央競馬馬主社会福祉財団助成団体一覧表
（単位：円）

※令和元年 11 月現在
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計

1

2

3

4

5

6

7

№

（福）恩陽会

（特非）まじゅんの会

（特非）ボンネビル名護

（福）朝日福祉会

（特非）サザンウィンドウ

（特非）バリアフリーネットワーク会議

（福）沖縄県身体障害者福祉協会

法　人　名

トイレ改修工事

クーラー買い替え事業

床下浸水予防及び床面改修工事

送迎車両購入事業

空調機設置工事

モービィマット購入事業

意思疎通支援事業にかかる車両購入事業

助成事業名

5,790,000

970,000

150,000

480,000

1,200,000

1,190,000

1,000,000

800,000

助成額

1

2 

3

4

5

6

令和元年 台風第19号災害義援金

令和元年 台風第15号・台風第19号・大雨千葉県災害義援金

令和元年 8月佐賀県豪雨災害義援金

平成30年 北海島胆振東部地震災害義援金

平成30年 7月豪雨災害義援金（岡山県・愛媛県・広島県）

平成28年 熊本地震災害義援金

令和元年10月16日～令和2年3月31日まで

令和元年9月17日 ～ 12月30日まで

令和元年9月2日 ～ 令和2年2月28日まで

平成30年9月12日 ～ 令和2年3月31日まで

平成30年7月10日 ～ 令和2年6月30日まで

平成28年4月18日 ～ 令和2年3月31日まで

義 援 金 名 募 集 期 間

お問合せ先 （福）沖縄県共同募金会
☎098-882-4353　　　メール akaihane@okishakyo.or.jp

「
赤
い
羽
根
」
の
シ
ン
ボ
ル
で

親
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
は
、

寄
付
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

を
は
じ
め
、多
く
の
県
民
や
企
業

に
支
え
ら
れ
、全
国
で
は
今
年
で

73
回
目
、本
県
で
は
68
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

共
同
募
金
は
、誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、役
立
て
る
た
め
の
重
要

な
資
金
で
す
。

今
年
は
2
億
1
千
1
5
7
万

余
り
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。本
年
も
県
民

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
共
同
募
金
会
と
被
災
地

の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
で
は
、

災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
義
援
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

下
表
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
義
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

寄
付
を
希
望
の
場
合
に
は
、
沖

縄
県
共
同
募
金
会
か
最
寄
り
の
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
、
被
災
県
へ
送
金
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
・
共
同
募
金

会
・
日
本
赤
十
字
社
支
部
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
配
分
委
員
会
に
お
い

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
配
分
基
準

に
沿
っ
て
市
町
村
を
通
じ
て
被
災

者
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉

財
団
助
成
金
は
、
日
本
中
央

競
馬
会
の
馬
主
さ
ん
達
が
、

自
分
た
ち
の
手
で
目
に
見
え

る
形
で
社
会
福
祉
の
発
展
に

貢
献
し
、
併
せ
て
競
馬
に
対

す
る
社
会
の
認
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
競
馬
の

賞
金
の
一
部
を
自
主
的
に
拠

出
し
た
も
の
で
す
。

今
年
度
、県
内
で
は
、社
会

福
祉
法
人
な
ど
7
団
体
に
総

額
5
7
9
万
円
が
決
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
総
額
15
億
4

千
5
3
7
万
5
千
円
が
県
内

の
団
体
へ
助
成
さ
れ
、
福
祉

車
両
等
の
購
入
や
施
設
の
建

設
、
増
改
築
及
び
各
種
修
繕

工
事
な
ど
県
内
社
会
福
祉
事

業
の
基
盤
整
備
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。来
年
度
助
成

に
つ
い
て
は
、
来
年
4
月
に

募
集
す
る
「
民
間
福
祉
資
金

助
成
要
望
調
書
」
で
仮
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
県

共
同
募
金
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
赤
い
羽
根
空
の
第
一
便
」

伝
達
式
を
開
催

10
月
1
日
、共
同
募
金
運
動
の

ス
タ
ー
ト
を
周
知
す
る
た
め
、那

覇
市
の
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
広
場

で「
赤
い
羽
根
空
の
第
一
便
伝
達

式
」
行
わ
れ
ま
し
た
。全
国
一
斉

に
始
ま
る
運
動
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、全
日
本
空
輸（
株
）

の
客
室
乗
務
員
か
ら
、厚
生
労
働

大
臣
と
中
央
共
同
募
金
会
会
長

の
共
同
募
金
運
動
へ
の
激
励
と

協
力
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

主
催
者
ら
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

県
共
同
募
金
会
の
湧
川
昌
秀

会
長
は「
誰
も
が
心
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
な
り
、主
体
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
」と
述
べ
、
県
民
へ
運
動
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
は
、共
同
募

金
運
動
関
係
者
や
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
街
頭
募
金
を
行
い
、道

行
く
人
々
へ
募
金
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
空
の
美
ら
島
便
伝
達
式
」

同
日
、宮
古
島
空
港
で
は
日
本

ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空

（
株
）の
ご
協
力
に
よ
り
、客
室
常

務
員
か
ら
沖
縄
知
事
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
赤
い
羽
根
が
関
係
者
へ
届

け
ら
れ
、募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

の
皆
さ
ん
と
共
同
募
金
運
動
の

始
ま
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〜
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
〜

現在募集中の災害義援金一覧

▲伝達式の様子

令和
元年度

運 動 期 間

令和元年

10 1

令和 2 年

3 31

▲街頭募金の様子

▲空の美ら島便伝達式の様子

募金の種類について
名　　称 一般募金（赤い羽根）

10月1日～3月31日（6ヵ月）

集めた募金は、配分委員会などで助成先を
審査・決定し、来年度の活動に対して使わ
れます。

①社会福祉協議会
②社会福祉を目的とする団体・ボランティア

団体・福祉施設に。

歳末たすけあい募金
12月1日～12月31日（1ヵ月）

集めた募金は、配分委員会であらかじめ決
めた基準等に基づき、原則年度内に使わ
れます。

新しい年を迎える時期に、支援を必要とし
ている人々が安心して暮らす事ことができ
るよう実施。

募金期間

助成年度

助成事業

令和元年度 中央競馬馬主社会福祉財団助成金
助成団体が決定しました。

現
在
の
災
害
義
援
金
の

募
集
状
況
に
つ
い
て

中央競馬馬主社会福祉財団助成団体一覧表
（単位：円）

※令和元年 11 月現在
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I N F O R M A T I O N

広報紙「福祉情報おきなわ」の
作成経費の一部に共同募金配分金を

充てております。

編集・発行 沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会
沖 縄 県 共 同 募 金 会

〒9 0 3 - 8 6 0 3 　 　 那 覇 市 首 里 石 嶺 町 4 - 3 7 3 - 1
 （県総合福祉センター内）
TEL:098-887-2000 FAX:098-887-2024  
ホームページ　http://www.okishakyo.or. jp/

作品名：「□□□□」（第10回沖縄ねんりんピックかりゆし美術展　工芸の部　銅賞）　　　作成者：幸地 和子さん（糸満市）

作品名：「古城」（第10回沖縄ねんりんピックかりゆし美術展　洋画の部　奨励賞）　　　作成者：富川 盛光さん（宜野湾市）

御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
株
式
会
社
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
様

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

施設利用料金表 附属設備利用料金表

区分

利用料（円） 多目的ホール
種 　 別

舞 台 器 具

音響映像器具

照 明 器 具

品　　　目
演台
司会者卓
花台
ダイナミックマイク（有線）
ワイヤレスマイク（無線）
演台用マイク（有線）
CD、MDプレーヤー、カセットテープ
LD/DVDプレーヤー
ビデオテープレコーダー（再生）
ビデオテープレコーダー（録画）
プロジェクター
サスペンションライト（500W×24台）
サイドスポットライト（500W×12台）
センタースポットライト（1kw×8台）
フォロースポットライト（1kw×2台）

単位 利用料

品　　　目
ダイナミックマイク
ワイヤレスマイク
CD、MDプレーヤー
カセットテープレコーダー
DVDプレーヤー
ビジュアルプレゼンター
プロジェクター
ワイヤレスアンプ
折りたたみｲｽ
展示パネル

1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1列
1式
1式
1式

1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1脚
1枚

300
150
100
200
410
200
510

2,710
2,710
1,670
2,710

460
300
300
100

200
410
410
300

1,300
1,300
1,300

510
20
50

2,080
230
460
710

1時間につき
〃
〃
〃

単位 利用料

単　　　位 利用料

種 　 別

音響映像器具

そ の 他

区 分
多目的ホール
会議室（小）
会議室（中）
会議室（大）

研修室等

冷房設備利用料金

多目的ホール

会議室（小）

会議室（中）

会議室（大）

介護実習室

研修室（中）

研修室（大）

視 聴 覚 室

教 室（ 小 ）

教 室（ 中 ）

教 室（ 大 ）

ボランティア室

結 プ ラ ザ

ロビ ー 展 示 場

アルコープ展示場

6,600

1,100

1,420

2,520

1,420

1,420

2,520

1,420

1,100

1,420

2,520

1,420

13,200

2,200

2,960

5,160

2,960

2,960

5,160

2,960

2,200

2,960

5,160

2,960

13,200

2,200

2,960

5,160

2,960

2,960

5,160

2,960

2,200

2,960

5,160

2,960

19,800

3,300

4,400

7,700

4,400

4,400

7,700

4,400

3,300

4,400

7,700

4,400

26,400

4,400

5,930

10,330

5,930

5,930

10,330

5,930

4,400

5,930

10,330

5,930

33,000

5,500

7,360

12,860

7,360

7,360

12,860

7,360

5,500

7,360

12,860

7,360

午前

9時～12時 13時～17時 18時～21時 13時～21時9時～17時 9時～21時

午前 夜間 昼間 昼夜間 全日

「
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」利
用
料
金
変
更
の
お
知
ら
せ

（
8
月
1
日
〜
8
月
31
日
）

心
地
よ
い
秋
の
風
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、み
な
さ
ん
は
ど
ん

な
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
か
？
食
欲
？
運
動
欲
？
睡
眠
欲
？

富
川
盛
光
さ
ん
（
宜
野
湾
市
在

住
、70
歳
）は
定
年
退
職
後
、64
歳

の
時
に
、
市
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
絵
画
教

室
に
通
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
洋
画
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。「
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
自
由
に
絵
を
描
く
こ

と
や
物
を
作
る
の
が
好
き
で
し

た
」と
語
る
富
川
さ
ん
。

「
沖
縄
は
小
さ
な
島
で
す
が
、

描
い
た
石
垣
の
奥
に
は
御
嶽
が

あ
り
、
人
々
は
神
や
宇
宙
に
祈
り

を
さ
さ
げ
た
。そ
ん
な
沖
縄
の
も

つ
独
自
の
文
化
や
豊
か
さ
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
想
い
描
き

ま
し
た
」

富
川
さ
ん
は
石
垣
や
石
段
、

時
に
は
自
然
に
あ
る
石
を
描
く

そ
う
で
す
。そ
こ
に
あ
る
石
の

存
在
感
を
感
じ
、
沖
縄
が
築
き

上
げ
た
独
自
の
文
化
、
そ
の
価

値
に
誇
り
・
自
信
を
持
ち
、
今

後
も
描
き
続
け
て
い
き
た
い
と

語
り
ま
し
た
。

古城

表紙の絵

Vol.188

特集「令和元年度　社会福祉振興基金・団体活動紹介」
THANKS（サンクス）運動関連記事　「八重瀬町富盛地区の取り組み」　他
シリーズ記事「ふくし&〇〇」第1回～ふくし&鍼灸整骨院～　他
福祉の職場見学ツアー、ソウェルクラブご加入のおすすめ
地域生活定着支援事業連絡会議の報告、日常生活自立支援事業～事業担当者研修会～の報告
県災害派遣福祉チームの創設に向けて　他
赤い羽根共同募金運動がスタートしました　他
インフォメーション、寄付者芳名、表紙の絵　他

2

4

7

8

9

10

12

6

編
集
後
記

編
集
後
記

作品名

作成者 富川 盛光さん

【写真左から2番目】
株式会社沖縄ファミリーマート代表取締役社長　野崎 真人 様

【写真左から1番目】
同社常務取締役　商品本部長　平良 良勝 様

【写真右から2番目】
本会　会長　湧川 昌秀

【写真右から1番目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

※本会への寄付については、税制上の優遇措
置が受けられます。詳しくは総務企画部まで
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大人になってか
ら発達障害の
症状に悩む人
が増加していま
す。ここ10年で
「発達障害」の知
名度が飛躍的
に上がったこと

で、「もしかして自分も…」と成人になってか
ら気づく人が増えたのが最大の要因と思わ
れます。発達障害の人には、「同時並行作業
力が弱い」「段取りが取れない」「ケアレスミ
スをする」「コミュニケーションが苦手」といっ
た特徴があり、これらの特徴が日々の暮ら
しを送ることを阻害しています。本書では、
そうした症状に悩む人のために、上手に日
常生活を過ごす方法を解説しています。

本の紹介
社会福祉ライブラリーから

目
　
　次

1日につき2,200円

1日につき1,100円

1時間につき2,200円
野外ステージを利用するとき、1時間2,750円

備考：教室（小）は、会議室（小）と同じ区分とし、介護実習室、研修室（中）、視聴
覚室及び教室（中）は、会議室（中）と、研修室（大）及び教室（大）は、会議室

（大）と同じ区分とする。
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